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港 新 聞文 化 ・ 人 物（ ） 第 号 平成 年（ 年） 月 日 火曜日文 化 ・ 人 物

フ
ク
ネ
コ
さ
ん
ラ
イ
ブ
に
声
援

磯
路
在
住
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
・
フ
ク
ネ
コ
さ
ん

が
八
月
二
十
三
日
、
淀
川
区
十

じ
ゅ
う

三そ
う

の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

フ
ァ
ン

ダ
ン
ゴ

で
開
か
れ
た
ラ
イ
ブ

で
演
奏
し
、
好
評
で
し
た
。

ピ
ア
ノ
や
ア
コ
ー
デ
オ
ン
等

も
弾
き
こ
な
す
フ
ク
ネ
コ
さ
ん

で
す
が
、
こ
の
日
の
伴
奏
は
キ

ー
ボ
ー
ド
。
多
く
の
出
演
者
の

ト
ッ
プ
を
切
っ
て
登
場
、
一
気

に
七
曲
を
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち

ク
ロ
ネ
コ
の
ラ

ブ
ソ
ン
グ

で
は

あ
な
た
の

指
で
こ
の
首
に
結
ん
で
よ

世

界
で
い
ち
ば
ん
き
れ
い
な
音
の

鈴
を

と
恋
す
る
人
へ
の
可
愛

い
乙お

と

女め

心
を
表
現
。
欲よ

く

望ぼ
う

町ま
ち

で
は

い
つ
の
世
も
繰
り
返
す

過あ
や

ちま

別
れ

罪
と
憂う

れ

い

と
荒す

さ

ん
だ
社
会
へ
の
嘆
き

を

昭
和
チ
ッ
ク

な
メ
ロ
デ

ィ
に
乗
せ
て
熱
唱
、
大
き
な
声

援
を
浴
び
ま
し
た
。

セ
イ
ル

で
は

き
み
の

花
は
ひ
ら
く
よ

き
み
の
花
を

さ
か
せ
て
よ

と
か
け
が
え
の

な
い
友
（
恋
人
？
）
へ
の
慰
め

や
励
ま
し
を
情
感
込
め
て
表

現
。

魔
法
を
か
け
て

（
新

曲
）
で
は

ど
う
し
て
い
つ
も

意
地
悪
言
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
ろ
う

な

と
素
直
に
な
れ
な
い
自
分

か
ら
解
放
さ
れ
た
い
気
持
ち
を

明
る
い
メ
ロ
デ
ィ
に
乗
せ
、
走

る
よ
う
に
歌
い
切
り
ま
し
た
。

最
後
の

う
た

で
は

流

し
た
悔く

や

し
涙
や
う
れ
し
涙
は

こ
れ
か
ら
の
き
み
の
唄
に
な

る

と
、
過
去
を
否
定
せ
ず
未

来
へ
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
い
う

決
意
を
静
か
な
曲
に
込
め
、
じ

っ
く
り
と
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

リ
ズ
ム
感
と
張
り
の
あ
る
歌

声
、
色
調
の
異
な
る
歌
詞
に
合

わ
せ
た
自
在
で
メ
リ
ハ
リ
の
あ

る
メ
ロ
デ
ィ
が
印
象
的
で
、
音

大
出
身
な
ら
で
は
の
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
キ
ー
ボ
ー
ド
テ
ク
ニ
ッ
ク

も
見
事
で
し
た
。

切
な
い
恋
心
や
友
へ
の
励
ま
し

の
気
持
ち
を
自
在
な
メ
ロ
デ
ィ

に
乗
せ
て
歌
い
上
げ
る
フ
ク
ネ

コ
さ
ん

８
月

日
、
淀
川
区

十
三
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で

●

み
な
と
秋
ま
つ
り

に
港

区
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
大
集

合

十
月
三
日
（
土
）
開
催
の

み
な
と
秋
ま
つ
り

（
３
面

催
し
ガ
イ
ド

参
照
）
の

ま

ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

（
地
下

鉄
大
阪
港
駅
か
ら
海
遊
館
ま
で

の
路
上
）
で
、
フ
ク
ネ
コ
さ
ん
、

山
口
も
も
え
さ
ん
、
花
☆
キ
ャ

ラ
な
ど
港
区
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
が
大
競
演
。

●
八
幡
屋
出
身
の
ロ
ッ
ク
ド
ラ

マ
ー
桐き

り

田た

勝か
つ

治じ

さ
ん

所
属
バ

ン
ド

ガ
ー
ゴ
イ
ル

の
ニ
ュ

ー
ア
ル
バ
ム

黒く
ろ

密み
っ

典て
ん

好
評

発
売
中
。
死
に
至
る
傷

空

へ
と
続
く
坂

風
の
城

な

ど
十
一
曲

九
月
二
十
六
日

（
土
）
十
八
時
か
ら
デ
ッ
ド
ワ

ン
（
地
下
鉄
心
斎
橋

三
分

六
二
五
八

五
一
八
六
）で
黒

密
典
店
内
イ
ベ
ン
ト（
メ
ン
バ

ー
と
写
真
撮
影
や
握
手
）

九

月
二
十
七
日（
日
）十
八
時
半
か

ら
江
坂
ミ
ュ
ー
ズ
（
地
下
鉄
江

坂

二
分

六
三
八
七

〇
二

〇
三
）で
密
典
カ
ー
ニ
バ
ル
。

●
三
先
の
フ
ォ
ー
ク
歌
手
ペ
ド

ロ
さ
ん

毎
月
第
一
・
三
木
曜

各
二
十
時
か
ら
ザ
・
セ
ラ
ー

（
中
央
区
西
心
斎
橋

六
二
一

二

六
四
三
七
）
で
フ
ォ
ー
ク

ラ
イ
ブ

毎
月
第
三
火
曜
二
十

時
か
ら
か
つ
お
の
遊
び
場
（
中

央
区
宗
右
衛
門
町

〇
九
〇

五
八
八
二

七
〇
一
五
）
で
フ

ォ
ー
ク
ラ
イ
ブ

奇
数
月
第
三

日
曜
十
五
時
半
か
ら
天
満
寅
蔵

（
北
区
池
田
町

六
三
五
二

一
〇
九
一
）
で
フ
ォ
ー
ク
ラ
イ

ブ

毎
月
第
二
火
曜
二
十
時
半

か
ら
ロ
ー
ジ
ー
（
中
央
区
西
心

斎
橋

六
二
一
三

三
九
九

九
）で
ノ
ン
ジ
ャ
ン
ル
ラ
イ
ブ
。

●
磯
路
在
住
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
・
フ
ク
ネ
コ
さ
ん

ピ
ア
ノ
時
々
ア
コ
ー
デ
オ
ン

弾
き
語
り

九
月
十
三
日（
日
）

京
都
嵐
山

音
や

で
ラ
イ
ブ

出
演

九
月
二
十
六
日
（
土
）

十
九
時
半
か
ら
長
居
デ
ポ
で
ラ

イ
ブ
出
演
（
一
飲
物
付
千
五
百

円
）

十
月
九
日
（
金
）
二
十

時
か
ら
谷
九
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
で

ラ
イ
ブ
出
演
。

●
八
幡
屋
在
住
の
シ
ン
ガ
ー
ソ

ン
グ
ラ
イ
タ
ー
山
口
も
も
え
さ

ん

し
っ
と
り
し
た
感
じ
の
歌

を
ギ
タ
ー
で
弾
き
語
り

九
月

十
八
日
（
金
）
十
八
時
か
ら
港

区
築
港
の
よ
り
あ
い
酒
場

あ

わ
や
食
堂

（
地
下
鉄
大
阪
港

駅
前
フ
ァ
ミ
マ
か
ら
大
阪
港
に

向
か
っ
て
歩
三
分
）
で

フ
ォ

ー
ク
ソ
ン
グ
の
夕
べ
出
演（
要

飲
食
代
千
五
百
円
、
投
げ
銭
）

九
月
十
九
日
（
土
）

安

治
川
口

ヒ
ポ
ポ
タ
マ
ス

で

前ぜ
ん

座ざ

出
演

九
月
二
十
四
日

（
木
）
二
十
時
か
ら
バ
ー
呑の

ん

気き

堂
（
中
央
区
西
心
斎
橋
二

九

五
日
宝
三
ツ
寺
会
館
）
で
ラ

イ
ブ

生な
ま

歌う
た

会

出
演

九
月

二
十
六
日
（
土
）
二
十
時
か
ら

パ
ル
チ
ザ
ン
（
中
央
区
西
心
斎

橋
二

九

五
日
宝
三
ツ
寺
会

館
）
で

山
口
も
も
え
バ
ー
ス

デ
ー
ラ
イ
ブ

（
投
げ
銭
）
。

●
市
岡
元
町
の
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト

花
☆
キ
ャ
ラ

生
活
に
根

ざ
し
た
前
向
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

ソ
ン
グ
を
地
域
の
催
し
等
で
演

奏
。

二
枚
好
評
発
売
中

十
月
四
日
（
日
）
元
町
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ウ
ィ
ー
ク
（
神
戸
元
町

一

六
丁
目
商
店
街
）
に
出
演

十
月
十
一
日
（
日
）
天
満
音

楽
祭
（
天
満
あ
た
り
）
に
出
演
。

＠

ペドロさん

桐田勝治さん

山口ももえさん

花☆キャラの演奏風景

三
先
出
身
の
香
西
か
お
り
さ

ん
を
後
援
会
か
お
り
倶
楽
部

事
務
所
に
訪
ね
ま
し
た
。
前
号

で
は
小
学
時
代
に
ひ
ょ
ん
な
こ

と
か
ら
始
め
た
民
謡
か
ら
後
戻

り
で
き
な
く
な
り
、

ど
こ
ま

で
や
っ
た
ら
え
え
の
？

と
悩

む
高
校
時
代
ま
で
を
語
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。さ
て
今
回
は

。

◇

◆
そ
う
し
て
悩
み
な
が
ら
も

十
七
歳
で
日
本
民
謡
大
賞
。
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
十
数
社
か
ら

民
謡
歌
手
と
し
て
ス
カ
ウ
ト
が

殺
到
。
当
時
の
気
持
ち
を
。

さ
ん
ざ
ん
引
き
ず
り
ま
わ
さ

れ
た
（
笑
）
揚あ

げ

句く

、

ソ

ニ
ー
と
四
年
間
の
専
属
契
約
を

結
び
ま
し
た
。

年
一
回
レ
コ

ー
デ
ィ
ン
グ
す
る
く
ら
い
な

ら
、
ま
あ
え
え
か
（
笑
）と
。そ

の
時
で
も
ま
だ

平
凡
に
暮
ら

し
た
い

と
い
う
の
が
気
持
ち

の
大
半
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

◆
昭
和
五
十
六
年
に
高
校
を

卒
業
。就
職
は
太
陽
神
戸
銀
行
。

は
い
、
平
凡
な

生
活
が

始
ま
る
は
ず
で
し
た
。
が
、
民

謡
ブ
ー
ム
が
到
来
し
た
の
が
運

の
尽
き
（
笑
）
。
十
八
歳
の
時
、

東
京
で
本
格
的
に
稽け

い

古こ

を

と
勧
め
ら
れ
、
目め

白じ
ろ

の
佐
藤
松ま

つ

子こ

師
匠
に
師
事
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。
銀
行
勤
め
の
合

間
を
縫ぬ

っ
て
大
阪
か
ら
隔
週
、

新
幹
線
で
通
い
ま
し
た
。
四
年

間
の

半
内う

ち

弟で

子し

生
活
。
七

十
歳
を
超
え
た
師
匠
の

最
後

の
弟
子
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

銀
行
は
一
年
足
ら
ず
で
退
職
し

ま
し
た
。

そ
う
し
て
四
年
契
約
が
終
わ

る
頃
、

若
手
の
演
歌
歌
手
を

探
し
て
い
る

と
声
が
か
か
っ

た
の
で
す
。
ス
タ
ジ
オ
で
歌
を

聴
い
て
も
ら
う
と
、

専
門
的

な
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
ら
ど
う

か

と
作
曲
家
のひ

聖じ
り

川か
わ

湧ゆ
う

先
生

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

◆
演
歌
と
の
出
合
い
、
ヒ
ッ

ト
メ
ー
カ
ー
と
の
出
会
い
で
よ

う
や
く
気
持
ち
が
固
ま
っ
た
？

い
い
え
（
笑
）
。

二
十
歳

を
過
ぎ
て
大
阪
を
出
て
行
く
の

も
な
ぁ

と
大
い
に
悩
み
ま

し
た
。
そ
れ
で
家
族
に
相
談
す

る
と
、
父
は

考
え
る
く
ら
い

や
っ
た
ら
、
行
っ
た
ら
？

と

あ
っ
け
ら
か
ん
と
上
京
を
勧
め

た
の
で
す
。

ほ
ん
な
ら
、
そ

う
し
ょ
う
か
（
笑
）と
い
う
感

じ
で
、結
局
、単
身
東
京
へ
出
て

行
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

親
元
を
離
れ
、
バ
イ
ト
し
な

が
ら
の
レ
ッ
ス
ン
生
活
が
二
十

四
歳
ま
で
二
年
続
き
ま
し
た
。

こ
こ
へ
来
て
よ
う
や
く
腹
が
固

ま
っ
た
（
笑
）
と
い
う
感
じ
で
、

せ
め
て
デ
ビ
ュ
ー
だ
け
で

も
！
と
毎
日
必
死
で
し
た
。一

人
暮
ら
し
の
寂
し
さ
な
ど
感
じ

る
暇ひ

ま

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
そ
う
し
て
昭
和
六
十
三

年
、
雨
酒
場

で
デ
ビ
ュ
ー
。

は
い
。
初
め
て
の
レ
コ
ー
ド

が
店
に
並
ん
で
い
る
の
を
見
つ

け
た
時
は
、
本
当
に
跳
び
上
が

っ
て
喜
び
ま
し
た
。

◆
以
来
二
十
二
年
。
シ
ン
グ

ル
は
三
十
超
、
ア
ル
バ
ム
は
四

十
超
。
様
々
な
出
演
・
受
賞
歴

を
重
ね
て
き
た
わ
け
で
す
が
、

特
に
印
象
深
い
出
来
事
は
？

平
成
五
年
に

無む

言ご
ん

坂ざ
か

で

日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
を
頂
い
た

こ
と
で
す
ね
。
レ
コ
大
は
デ
ビ

ュ
ー
以
来
、
ま
ず
こ
こ
を
越
え

て
お
か
ね
ば

と
意
識
し
続
け

て
き
た
、
い
わ
ば

関せ
き

所し
ょ

の

よ
う
な
も
の
で
し
た
か
ら
。
こ

れ
が
歌
手
生
活
の
一
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。で
す
が
、

こ
の
頃
は
ひ
た
す
ら
走
り
続
け

た
時
代
で
、
今
か
ら
思
え
ば
一

番
ク
タ
ク
タ
（
笑
）
で
し
た
。

◆

紅
白
歌
合
戦

に
は
計

十
五
回
出
場
し
ま
し
た
ね
。

こ
れ
は
も
う
、
最
大
の
親
孝

行
（
笑
）
で
す
ね
。
出
場
が
決

ま
っ
た
時
の
電
話
の
向
こ
う
の

声
で
分
か
り
ま
す
。
で
、
出
場

の
度た

び

に

こ
れ
が
最
後
の
親
孝

行

の
気
持
ち
で
歌
っ
て
き
ま

し
た
。

（
つ
づ
く
）

三
先
出
身
、区
内
に
事
務
所
開
設

さ
ん

三
先
出
身
、区
内
に
事
務
所
開
設

さ
ん

●─４

聖川先生の元でのレッスン生活では、

一人暮らしの寂しさなど感じる暇はあり

ませんでした と振り返る香西かおりさ

ん 夕凪の かおり倶楽部 事務所で

中
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